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第６学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２３年９月８日（木）５校時 

児 童 ６年（男７名 女８名 計 15名） 

指導者 岡 田  政 志 

 

１ 単元名  速さの表し方を考えよう  （東京書籍 上） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

本単元の主な目標は，「速さについて理解するとともに，求めることができるようにし，生活や学

習に活用する能力を伸ばすこと」である。 

学習の導入として，日常語で使っている速さとはどういうことなのかを数理的にとらえさせるため

に，速い，遅いを感覚的に捉えていく活動をする。その活動を通して，速さは，時間と道のりの２量

が必要であることを実感的に理解させていく。 

次に，走る速さを比べる方法を，第５学年で学習した「単位量あたりの大きさ」を想起させながら

考えていく。そこで，速さを比べていく場合，単位量当たりの大きさを用いた考えの方が，一般的に

はより便利であることをまとめていく。そして，速さ，道のり，時間の関係を振り返って，「速さ＝

道のり÷時間」と定義し，速さを求める公式をつくっていく。また，単位時間によって，時速，分速，

秒速があることも学習する。さらに，道のり，時間を求める学習に進む。ここでは，道のりや時間を

求める公式は，速さを求める公式から簡単に導くことができることを理解させる。その際，３つの公

式を別々に覚えさせるのではなく，速さ，道のり，時間の３つの数量関係を表す式として一体的に捉

えさせることが大切である。 

最後に単位時間当たりの考えの活用として，作業の速さについて学習する。日常生活の中で，単位

時間当たりの考えが活用されている場面に目を広げて，その考えのよさに気づかせていく。 

 

（２）児童について 

児童は，自分が分かったことは積極的に発表しようと前向きに算数の学習に取り組んでいる。また，

図や数直線などを活用しながら，自分の考えをもてるようになってきた。しかし，考えを伝え合う場

になると，自分の考えに自信をもち，筋道を立てながら明確に説明できる児童は少ない。 

異種の２種を比べる考え方は，第５学年の「単位量あたりの大きさ」で混み具合を比べる中で学習

した。図や数直線を活用し，数量関係をとらえることで理解を深めてきたが，どちらが除数か被除数

なのかよく分からないまま計算したり，何を求めたのか，単位は何かでとまどったりする児童も見ら

れた。 

レディネステストの結果を見ると，とりあえずわり算で計算したが，その答えが何を意味している

かよく分からないまま解答している傾向が見られた。よって，「単位量あたりの大きさ」の本質的な考

えは，十分定着しているとは言えない。 

   本校で取り組んでいる１００マス計算（わり算

余りなしは，５０問）では，３分をめやすに四則

計算に取り組んでいる。意欲的に取り組み，ほぼ

全員時間内に計算することができている。また，

計算名人の認定により，さらに意欲の向上へとつ

ながっている。今後は，問題レベルを上げ，計算

力の向上も図っていきたい。 

 問題の内容 正答率 

１ 混み具合の問題 ６７％ 

２ 単位量当たりの問題 ８０％ 

３ 単位量当たりの活用の問題 ７３％ 

４ 速さを求める問題（未習） ２０％ 

５ 道のりを求める問題（未習） １３％ 
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（３）指導にあたって 

速さについて，児童は，日常生活において，人の走る速さや乗り物が移動する速さなどを，速い，

遅いなどと表現してとらえる経験をしてきている。よって，速さを視覚などで，直感的にとらえるこ

とは，比較的簡単であると言える。しかし，感覚的に捉えた速さを数値化して表すという段階になる

と，難しくなる。その要因は，速さを決める量を見つけ出すこと，速さが道のりと時間の２つの量を

同時に考えなければならないことにある。そこで，速さは感覚を通してとらえることもできるが，時

間と道のりの２つの量が関係しているので，これまでの長さやかさなどの累積して量を表すことがで

きるものとは違うということを体験を通して気付かせていきたい。その中で，道のりか時間のどちら

か一方をそろえて比べるという単位量当たりの考えのよさに気付かせながら，「速さとは単位時間に

進む道のりであること」を理解させていきたい。 

   次に，速さ，道のり，時間を求める場合，速さに関する公式を用いていろいろな計算ができるよう

にしたい。公式は，速さの意味と既習の乗法と除法の意味を関連付けさせながら導き出していくよう

にする。その際，既習の公式を活用したり，数値と言葉を対応させたりしながら速さ，道のり，時間

の３つの数量を一体的に捉えさせていきたい。 

さらに，単位時間当たりの考えの活用では，仕事をする速さを，速さの公式に関連付けながら考え

させていく。仕事をする速さは何によって決まるのかということを問いかけ，時間と枚数など異なる

２つの量に目を向けさせて「単位時間あたり」の考え方を用いるようにさせていきたい。 

   表現活動の充実のために，授業の中で意図的に表現を磨く場を位置付けていく。数直線や図，式な

どの表し方，自分の考えを言葉で表す方法など，表現をするために必要な技能を身につけていくよう

にさせたい。また，これを生かして，ペアやグループ学習，学び合いの場で，自分の考えに自信をも

って，筋道を立てながら発表できるようにつなげていきたい。その際，聞く側も自分の考えと比較し

ながら聞き，自分の考えと似ているところや違うところ，新たに分かったことなどを交流し合いなが

ら学びを深めていきたい。 

 

３ 系統性（教材の関連図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 単位量あたりの大きさ 

・平均の意味とその求め方，

用い方 

・単位量あたりの大きさの

考えとその用い方 

⑪ 比例と反比例 

・比例と反比例の意味とその性

質 

・比例と反比例のグラフ 

⑧ 速さ 

・単位量あたりの大きさの考え

を使った比べ方 

・速さの意味とその求め方 

（時速・分速・秒速） 

・速さに関する公式 

・時間と道のりの関係 

・仕事の速さ 

・比例と反比例 

 （式，グラフ） 

第５学年 第６学年 中学（１年） 

② 直方体や立方体の面積 

⑪ 四角形と三角形の面積 

⑬ 正多角形と円周の長さ 

・簡単な場合の比例 
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４ 単元構想 

単元

の目

標 

〈関心・意欲・態度〉 

 ・速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて数値化したり，実際の場面と結びつけて生活や学

習に用いたりしようとする。 

〈数学的な考え方〉 

 ・速さの表し方や比べ方について，単位量当たりの大きさの考えを基に数直線や式を用いて考え，

表現することができる。 

〈技能〉 

 ・速さに関わる数量関係において，速さや道のり，時間を求めることができる。 

〈知識・理解〉 

 ・速さは単位量当たりの大きさを用いると表すことができることを理解する。 

時 目     標 評 価 規 準 

① 速さ 

１ 
・距離と時間のどちらも異なる場合の速さの比

べ方を考えることを通して，速さは単位量当

たりの大きさの考えを用いて表せることを理

解する。 

□関  速さの比べ方を，単位量当たりの大きさの

考えを用いて考えようとしている。 

□考  単位量当たりの大きさの考えを基に，速さ

の比べ方を式を用いて考え，説明している。 ２ 

３ 

・速さを変えて歩く時間や走る時間を測定する

活動を通して，速さの表し方への興味を広げ

る。 

□関  学習内容を適切に活用して，活動に取り組

もうとしている。  

４ 

・速さを求める公式を理解しそれを適応して速

さを求めることができる。 

・「時速」「分速」「秒速」の意味を理解する。 

□技  速さの表し方を基に，速さを求める公式を

つくり，速さを求めることができる。 

□知  時速，分速，秒速の意味を理解している。 

５ 

本時 

・道のりを求める公式を理解し，それを適応し

て道のりを求めることができる。 

□考  道のりを求めるとき，数直線を活用して考

え，説明している。 

□技  道のりを求める公式を用いて，道のりを求

めることができる。  

６ 
・速さと道のりから時間を求める方法について

理解する。 

□技  道のりを求める公式を用いて，速さと道の

りから時間を求めることができる。  

７ 
・時間を分数で表して，速さの問題を解決する

ことができる。 

□技  時間を分数で表し，手際よく問題を解決す

ることができる。  

８ 
・速さが一定のとき道のりと時間が比例の関係

にあることを理解する。 

□知  速さが一定ならば，道のりは時間に比例す

ることを理解している。 

９ 
・作業の速さも単位量の当たりの大きさの考え

を用いて比べられることを理解する。 

□考  単位量当たりの大きさの考えを用いて，作

業の速さのなどの比べ方を考え，説明して

いる。 

● まとめ 

１ ・学習内容を適用して問題を解決する。 
□技  学習内容を適用して問題を解決することが

できる。 

２ ・学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。 □知  基本的な学習内容を身につけている。 
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５ 本時の指導 

（１）本時の目標 

  道のりを求める公式を理解し，それを適応して道のりを求めることができる。 

 

（２）本時の評価規準 

□考  道のりを求めるとき，数直線を活用して考え，説明している。（ノート，発表） 

 

  □技  道のりを求める公式を用いて，道のりを求めることができる。  

 

（３）研究の視点 

   ・「つくる」場では，自分の考えの根拠を明らかにしながら，筋道を立てて発表できるようにするた

めに，自分の考えを言葉でまとめさせる。また，この活動を通して，言葉による表現力も高めて

いくようにさせる。 

・「つたえあう」場では，自分の考えに自信をもち，はっきり伝えられるようにするためにペア学習

から始める。その際に，友達の考えと比較し，共通点や相違点について考えながら話し合いをさ

せる。また，自分の考えをもてなかったり，途中までしか考えられなかったりしたときは，学び

合いを通して，自分の考えを補っていくようにさせる。 

 

（３）展開 

過

程 
学習活動（○）と児童の反応（・） 

時

間 

○指導上の留意点 □評価 

・めざす表現活動 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

・ツバメは，１時間で７０km進むことがで

きる。 

・３時間後の道のりを求める。 
 

２ 学習課題を把握する。 

 速さと時間から，道のりを求める方法を考

えよう。 

 

７

分 

 

○ツバメの速さが時速７０km ということか

ら，１時間で７０km進むことができること

を確認する。 

○３時間後の道のりを求めることをとらえさ

せる。 

 

 

○前時の速さを求める公式を想起させながら，

本時は速さと時間を活用して，どのように道

のりを求めていけばよいかという課題意識

をもたせる。 

つ 

 

く 

 

る 

３ 見通しをもつ。 

 ・数直線を活用する。 

 ・速さの公式を活用する。 

 

４ 自力解決をする。 

 

○数直線の活用 

・1時間で７０km進むので，3時間で進む

道のりは，その 3倍になる。 

   だから，７０×３＝２１０， 

答え２１０kmとなる。 

13

分 

 

○数直線だけでなく，速さ，道のり，時間の３

つの量を一体的に捉えるために速さを求め

る公式からも道のりを求められることを気

付かせていく。 

 

 

○立式の根拠を説明できるように言葉で書き

まとめさせる。 

 

○自力で解決の見通しがもてない児童に対し

ツバメは、時速７０ｋｍで飛ぶことがで

きます。ツバメが、３時間で進むことがで

きる道のりを求めましょう。 
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0     70     ×３     □  (km) 

 

 

 

0     １       ×３     ３  (時間) 

 

○速さを求める公式の活用 

  ・道のりをＸにすると，Ｘ÷３＝７０に

なる。Ｘを求めると 

    Ｘ÷３＝７０ 

      Ｘ＝７０×３ 

       ＝２１０ 

答え ２１０km 

ては，数直線上の数量関係を支援しながら読

み取らせ，時間が３倍になると道のりも３倍

になっていくことを気付かせていく。  

 

 

 

 

 

・数直線に書き込みながら，道のりの求め方を

考え、式に表している。 

・道のりをＸに置き換え，速さを求める公式を

活用しながら道のりの求め方を考え，式に表

している。 

表現１ 

つ 

 

た 

 

え 

 

あ 

 

う 

 

５ 学び合う。 

○ペアで話し合う。 

 ・自分の考えを発表する。 

 ・考えの共通点や相違点を見つける。 

 

 

 

 

 

 

 

 ○全体で話し合う。 

 ・数直線で考え，1時間に進んで道のりを３

倍する。 

   ７０  ×  ３   ＝  ２１０(km) 

 ・道のりを X として，速さを求める公式に

当てはめる。 

    Ｘ÷３＝７０ 

      Ｘ＝７０×３ 

       ＝２１０(km) 

 

○二つの考えで共通しているところを考え

る。 

          ７０  ×  ３   ＝  ２１０ 

↓       ↓         ↓ 

速さ × 時間 ＝ 道のり 

15 

分 

 

○答えの確認だけでなく，考えの根拠を説明し

たり，お互いの考えの共通点や相違点を見つ

けたりさせる。 

 

・自分で書きまとめたことを基に，ペアで考え

の根拠を明らかにしながら筋道を立てて発

表し合っている。 

・ペアで共通点や相違点を話し合っている。 

表現２ 

 

○数直線の活用では，速さが一定のとき，速さ

と時間が比例関係にあることを意識できる

ようにする。 

○速さを求める公式の活用では，道のりを Xと

して，公式に当てはめて立式することを確認

する。 

□考  道のりを求めるとき，数直線を活用して考

え，説明している。 （ノート，発表）          

 

・二つの考えで共通していることが，７０×３

＝２１０であることに着目し，言葉の式に置

き換えながら公式に結び付けて説明してい

る。               表現３ 

○全体で話し合って解決したことをもとに，道

のりは速さ×時間で求められることをまと

めていく。               

ま 

と 

め 

る 

６ 学習のまとめをする 

 

  

 

10 

分 

○児童に今日の学習で分かったことを振り返

らせながらまとめていく。 

 

 

言葉の式 

共通 

道のりを求める公式 

   道のり＝速さ×時間 
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７ Ｐ87の適用問題に取り組む。 

 

0     800            □  (m) 

 

 

 

0     １               ５  (分) 

式）８００×５＝４０００ 

答え ４０００ｍ 

 

８ 振り返る。 

○今日の学習で分かったことなどをノート

に書き，発表する。 

・数直線を活用すると，簡単に求めること

ができた。 

 

○数量関係を数直線上に表してから，適用問題

に取り組ませる。 

 

 

□技  道のりを求める公式を用いて，道のりを求

めることができる。 

○自力で求めることができない児童には、数直

線上の数量関係を確認しながら，道のり＝速

さ×時間の式に当てはめられるようにする。 

 

○今日の学習で分かったことなどを自分の言

葉で書けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 板書計画 

                                               

 

 

 

 

 

○見  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツバメは、時速７０ｋｍで飛ぶことができます。

ツバメが、３時間で進むことができる道のりを求

めましょう。 

○問題から分かること 

・時速７０ｋｍ→１時間で７０ｋｍ進む。 

・３時間後の道のりを求める 

○解決の方法 

 ・数直線をもとにして 

 ・速さを求める公式をもとにして 

○課  速さと時間から、道のりを求める方法

を考えよう。 

○考  

○数直線をもとにして 

×３ 

 

×３ 

式）７０×３＝２１０   答え２１０km 

 

1時間で７０km進むので、3時間で進む道のり

は、その 3倍になる。 

だから、７０×３＝２１０、答え２１０km と

なる。 

 

○二つの考えで共通しているところ 

  共通  ７０  ×  ３   ＝  ２１０ 

↓       ↓         ↓ 

言葉の式  速さ × 時間 ＝ 道のり 

○ま  道のりを求める公式 

      道のり＝速さ×時間 
0     70         □  (km) 

0     １              ３  (時間) 

○速さを求める公式をもとにして 

 道のりをＸにすると、Ｘ÷３＝７０になる。Ｘ

を求めると 

    Ｘ÷３＝７０ 

      Ｘ＝７０×３ 

       ＝２１０ 

答え ２１０km 

 

練習問題 

分速８００ｍで飛ぶカモメは、５分間に何ｍ進

みますか。 

0     800           □  (m) 

  

 

0        1                  5  (分) 

 

８００×５＝４０００ 

答え ４０００ｍ 

-3
6

- 


